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実績報告書（別紙） 

(公財)会津地域教育･学術振興財団 

理事長  渋　川　恵　男 様 

氏  名 ＸＸＸ ＸＸＸ 

所属学科 コンピュータ・情報システム学専攻

住  所 
〒965-XXXX 

会津若松市一箕町ⅩⅩⅩⅩ 

連 絡 先 
電  話: 0242（xx）xxxx 

E-mail: m52xxxxx

【概要】 

 CSE2011（第 33 回ソフトウェアエンジニアリング国際学会が、平成２３年ＸＸ月ＸＸ日

（Ⅹ）からＸＸ日（Ｘ）の日程で、ＸＸで開催されました。この学会はＸＸが主催する最

大の学会で、ＸＸＸＸなどの分野における最新の研究についての知見の交換等を目的とし

ています。 

私は、この学会に出席し、「Security Testing Methods and Its system to Mobile Code

（モバイルコードのテスト装置及びテスト手法）」という題目で口頭発表を行いました。本

研究の目的は、ウェブアプリケーション（ウェブサイト）におけるモバイルコードの脆弱性

を自動検知することが可能なモバイルコードテスト装置、モバイルコードテスト方法およ

びモバイルコードテスト用プログラムを提供することを課題としています。 

口頭発表後の質疑応答では、参加者との議論を行い、「ＸＸＸＸＸ」といった意見や、「Ｘ

ＸＸＸＸ」のアドバイスなどがあり、発表内容は概ね好評であったと思います。 

また、多様な国々の研究者や技術者と意見を交換し、議論する機会があり、多くのこと

を学ぶ機会となりました。 

今後、本学会に出席し得られた成果を、自らの研究に生かすため励んでいきたいと考え

ています。そして、会津地域におけるＩＴ産業に貢献すべく、より一層の研究、開発を進

めていきたいと思います。
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